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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簍

わ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
検
討
会
等
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
指
導
者

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
怪け

我が

は
付
き
も
の
」

と
い
っ
た
従
来
の
考
え
か
ら
脱
却
し
、

常
に
子
供
た
ち
が
安
全
で
楽
し
く
学

べ
る
よ
う
に
指
導
法
を
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
施
設
・

設
備
・
用
具
の
安
全
管
理
に
努
め
、

子
供
た
ち
の
健
康
状
態
、
さ
ら
に
は
、

怪
我
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
対

応
を
把
握
し
、
指
導
に
当
た
る
こ
と

が
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

武
道
必
修
化
に
伴
い
、
マ
ス
コ
ミ

が
、
武
道
に
お
け
る
事
故
の
情
報
を

多
く
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

相
撲
の
事
故
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
、
学

校
事
故
事
例
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、

平
成
17
～
22
年
度
の
死
亡
・
障
害
の

情
報
を
検
索
し
た
。

安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
指
導
法
　
相
撲

　

そ
の
結
果
、
中
学
校
の
体
育
の
授

業
中
に
よ
る
事
例
が
１
件
あ
り
、
心

臓
系
突
然
死
に
よ
る
死
亡
で
あ
っ
た
。

部
活
動
中
に
よ
る
事
例
は
障
害
４
件

（
中
学
校
３
件
、
高
校
１
件
）
で
、
相

撲
の
取
組
そ
の
も
の
に
よ
る
事
例
は
、

相
手
の
頭
が
歯
に
当
た
っ
た
歯
牙
障

害
、
張
手
等
で
の
視
力
・
眼
球
運
動

障
害
の
２
件
で
あ
っ
た
（
そ
の
ほ
か

は
ダ
ン
ベ
ル
に
よ
る
補
強
運
動
中
と

稽
古
後
の
挨
拶
時
に
発
生
）。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
死
亡
・
障
害
だ
け
で
あ
り
、

怪
我
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
該
当

は
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
日
本
相
撲
連
盟
で
は
、
各

都
道
府
県
の
相
撲
連
盟
を
通
じ
て
、

中
学
校
・
高
等
学
校
の
相
撲
部
、
相

撲
道
場
（
社
会
体
育
）
等
に
事
故
・

怪
我
の
調
査
を
依
頼
し
、
実
態
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
、

そ
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
本
県
で
相
撲
を
授
業

で
実
施
し
て
い
る
福
島
中
学
校
に
お

い
て
は
、
過
去
３
年
間
の
授
業
に
お

　

現
在
、
日
本
相
撲
連
盟
中
学
校
相
撲
授
業
指
導
法
研
究
会
で
は
、
本
年
３
月

に
発
刊
さ
れ
た
『
中
学
校
体
育
相
撲
指
導
の
手
引
き
』（
以
下
『
手
引
き
』）
の

活
用
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
（『
手
引
き
』
の
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
本
誌
の
本
年
１
月
号
と
２
月
号
に
お
い
て
、
満
留
久
摩
先
生
よ
り
２
回

に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
）。

　

ま
た
、
既
に
本
年
２
月
に
は
、
文
部
科
学
省
と
日
本
相
撲
連
盟
主
催
に
よ
る

学
校
相
撲
実
技
指
導
者
講
習
会
に
お
い
て
、『
手
引
き
』
に
基
づ
い
た
指
導
計
画

と
学
習
指
導
に
つ
い
て
の
講
習
を
行
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
各
都
道
府
県
や
各
校

㈶
日
本
相
撲
連
盟
中
学
校
相
撲
授
業
指
導
法
研
究
委
員

長
野
県
安
曇
野
市
立
明
南
小
学
校
教
頭

安
藤　
　

均

　

平
成
23
年
６
月
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
公
布
さ
れ
、
同
年
８
月
24
日
に

施
行
さ
れ
た
。
第
１
条
の
目
的
に
続

き
、
第
２
条
に
基
本
理
念
８
項
目
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
理
念
の

第
４
項
に
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
者
の
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進
及
び
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う

0

0

推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
り
、
安
全
の
確
保
に
つ
い

て
も
、
指
導
者
の
努
力
義
務
で
あ
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
武
道
が
中
学

校
の
保
健
体
育
の
授
業
で
必
修
と
な

り
、
本
県
で
も
長
野
県
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
が
、
平
成
23
年
度
文
部

科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
、
柔
道

と
剣
道
に
お
い
て
『
学
習
指
導
の
手

引
き
』
を
作
成
し
、
安
全
に
楽
し
く

授
業
が
出
来
る
よ
う
に
県
下
全
中
学

校
に
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
に
お
い
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
事
故
防
止
に
関

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
簍

よ
り
日
本
相
撲
連
盟
が
講
師
派
遣
等
の
依
頼
を
受
け
、
実
施
さ
れ
た
指
導
者
講

習
会
で
は
、
研
究
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
『
手
引
き
』
に
基
づ
い
た
講
習
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
習
会
の
中
で
、
参
加
者
か
ら
安
全
指
導
に
関
わ
る
質
問
や
要
望

を
、
数
多
く
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
受
け
、
現
在
、
研
究
委
員
会
で
は
『
手
引
き
』

に
沿
っ
た『
安
全
管
理
・
指
導
に
関
す
る
小
冊
子
』を
作
成
中
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
紹
介
も
含
め
、
稿
を
進
め
た
い
。

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

相
撲
に
お
け
る
事
故
、

怪
我
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

３授
業
を
始
め
る
前
に

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

押
し
、
寄
り
で

十
分
楽
し
め
る

『
手
引
き
』に
沿
っ
て
の

安
全
指
導
に
つ
い
て

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

相
撲
に
お
け
る
事
故
、

怪
我
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

３授
業
を
始
め
る
前
に

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

押
し
、
寄
り
で

十
分
楽
し
め
る

『
手
引
き
』に
沿
っ
て
の

安
全
指
導
に
つ
い
て

中
学
校
武
道
授
業
（
相
撲
）
指
導
法
研
究
事
業
で
行
わ
れ
た
押
し
相
撲
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慮
し
、
子
供
た
ち
へ
も
安
全
に
相
撲

を
行
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
事
故
・
怪
我
が
起
こ

っ
た
と
き
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
、
指
導
を
行
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

授
業
を
始
め
る
前
に
、
次
の
こ
と

を
把
握
、
確
認
を
し
て
、
授
業
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑴
単
元
開
始
前

　
▽
生
徒
の
疾
病
等
の
確
認

　
▽
事
故
、
怪
我
発
生
時
の
対
応
の
掌
握

　
▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所
、
使
用
法
の
掌
握

▽
危
険
な
体
勢
、
ル
ー
ル
や
禁
止
技
、

禁
止
事
項
の
理
解
（
資
料
１
）

▽
施
設
、用
具
の
安
全
確
認
（
資
料
２
）

⑵
授
業
前

▽��

校
長
、
教
頭
、
養
護
教
諭
の
出
勤

状
況
の
掌
握

▽
施
設
、
用
具
の
安
全
確
認
（
安
全

点
検
表
の
活
用
）

け
る
事
故
・
怪
我
は
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
、
そ
の
福
島
中
学
校
を
含

め
て
、
４
校
21
年
間
、
授
業
と
部
活

動
で
相
撲
を
指
導
し
て
き
た
。
現
在

勤
務
す
る
小
学
校
に
お
い
て
も
、
全

校
運
動
の
中
に
相
撲
を
取
り
入
れ
て

も
ら
い
、
指
導
す
る
機
会
を
得
て
い

る
。
そ
の
間
、
幸
い
な
こ
と
に
死
亡
・

障
害
に
至
る
事
故
・
怪
我
は
な
か
っ

た
が
、
福
島
中
学
校
で
の
校
内
大
会

に
お
い
て
、
腕
を
骨
折
し
た
事
例
は

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
国
民
体
育
大
会

に
お
い
て
、
本
県
の
少
年
選
手
が
、

相
手
に
浴
び
せ
倒
さ
れ
た
際
に
、
後

頭
部
を
土
俵
に
強
打
し
た
。
一
時
脳の

う

震し
ん

盪と
う

の
状
態
と
な
り
、
そ
の
後
意
識

は
は
っ
き
り
し
た
が
、
監
督
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
の
判
断
で
、
次
の
試
合
を

棄
権
さ
せ
、
医
療
機
関
に
受
診
を
さ

せ
た
。
幸
い
に
も
異
常
な
し
と
の
診

断
を
受
け
、
現
在
も
大
学
で
相
撲
を

続
け
て
い
る
。

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

学
校
事
故
事
例
や
私
の
経
験
か
ら
も
、

事
故
・
怪
我
は
起
こ
り
う
る
も
の
で
、

指
導
者
は
、
常
に
安
全
面
に
十
分
配

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

相
撲
に
お
け
る
事
故
、

怪
我
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

３授
業
を
始
め
る
前
に

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

押
し
、
寄
り
で

十
分
楽
し
め
る

『
手
引
き
』に
沿
っ
て
の

安
全
指
導
に
つ
い
て

明南小学校における全校運動での相撲の様子

◉このような体勢になると、頸部（けいぶ）を痛める可能性が高くなるので、すぐに取組を中止させ、取り直しをさせる。

ラグビーのスクラムのように、頭が互いに入り込
む体勢

後頭部が相手の腹部の下に入ってしまい、上から
のしかかられる体勢

お互いに体が伸びきった体勢
お互いに体が伸びきった体勢から真後ろに倒れると後頭
部を打つ場合がある

◉このような体勢になった場合は、お互いに膝を曲げるようにし、転倒の際はあごを引き、背中を丸めるように指
導する。また、足を掛ける技（外掛け、内掛け）は禁止技として、ルールを工夫し、転倒によって頭部を打つこと
を回避する。

相手の体が完全に宙に浮いた体勢
（写真は二丁投げ）

相手が受け身を取れず、頭部を打つ場合がある

◉このような体勢になった場合は、投げることをせず、相手を土俵外に宙に浮いた体勢で出すようにする（吊り出し）。
宙に浮いた側も無用な抵抗を避けるようにする。また、二丁投げや吊り落とし、足取りなど、転倒の際、受け身が
取れず、頭部を打つことが予想される技については、禁止技にするなど、ルールを工夫することも必要である。

◇危険な体勢　練習や試合の中で下に示すような体勢が出現した場合は、事故防止のために取組を即
座に中止するようにする。

（資料１）危険な体勢、ルールや禁止技、禁止事項の理解

▼
▼

　（ルールや禁止技、禁止事項の理解は
　『手引き』P115 〜 117 参考）
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⑶
授
業
中

▽��

出
欠
席
の
確
認

　
▽��

健
康
観
察
（
学
習
ノ
ー
ト
）

　
▽��

つ
め
、
ヘ
ア
ピ
ン
、
め
が
ね
（
相

撲
の
取
組
時
に
は
外
す
）、服
装
（
特

に
、
女
子
の
下
着
で
金
属
を
前
部

に
使
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
単
元
開
始
前
に
危
険
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
）
等
の
確
認

▽
準
備
運
動
（
特
に
頸け

い

部ぶ

の
ス
ト
レ

ッ
チ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）（
資
料
３
）

▽��

首
、
頭
部
の
怪
我
防
止

　
▽��

整
理
運
動

　
▽��

怪
我
の
有
無
の
確
認

⑷
授
業
後

　
▽��

施
設
、
用
具
の
整
備
（
安
全
点
検

表
の
活
用
）

　

相
撲
は
、
82
の
技
に
よ
る
決
ま
り

手
と
５
つ
の
非
技
（
勇
み
足
、
腰
砕

け
な
ど
）
に
よ
り
勝
ち
負
け
を
決
め

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
試
合
に
お
い

の
ひ
ね
り
技
は
、
い
ず
れ
も
投
げ
ら

れ
る
側
、
落
と
さ
れ
る
側
（
技
を
受

け
る
側
）
が
土
俵
に
足
が
着
い
た
状

態
（
自
分
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

が
出
来
る
状
態
）
か
ら
土
俵
に
落
ち

る
の
で
、
受
け
身
を
取
り
な
が
ら
倒

れ
る
こ
と
が
出
来
、
頭
部
を
土
俵
に

打
つ
こ
と
が
回
避
さ
れ
る
。

　

押
し
、
寄
り
に
よ
る
簡
易
的
な
試

合
の
例
を
次
頁
（
資
料
４
）
に
示
す
。

『
手
引
き
』
は
、
安
全
面
へ
の
配
慮

を
し
、
次
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
従
い
、

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
承
知
い

た
だ
き
た
い
。

▽
基
本
動
作
か
ら
基
本
と
な
る
技
、

そ
の
関
連
技
術
、
試
合
へ
と
段
階
的

な
展
開
を
す
る
。

▽
早
期
よ
り
相
撲
遊
び
や
簡
易
試
合

を
行
い
、
動
き
の
中
で
受
け
身
等
の

基
本
動
作
を
定
着
さ
せ
る
。

▽
簡
易
試
合
に
お
い
て
は
、
学
習
段

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

相
撲
に
お
け
る
事
故
、

怪
我
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

３授
業
を
始
め
る
前
に

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

押
し
、
寄
り
で

十
分
楽
し
め
る

『
手
引
き
』に
沿
っ
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◇使用施設、用具の不備は、大きな事故、怪我の原因になるので、十分に注意をしたい。

①土俵
　　・����土俵内に凹凸はないか　　　・����土俵内の砂の量は適切か
　　・����俵の状態（浮いていないか、締めてある紐の緩みはないか）はどうか
　　・����土俵にひび割れはないか　　　・����土俵周辺に危険な物はないか
②柔道場
　・����畳の隙間、破損箇所はないか
　　・����柱、壁、角ばったところ等、危険箇所はないか
③体育館
　・��床の隙間、破損箇所はないか
　・��支柱用床金具のカバーが外れていないか（床金具の場所は避ける）
※土俵際での攻防により、土俵外に倒れることが多いので、土俵外にマットを敷くとよい
　（マットの耳は折り返して下に入れる）。
④校庭
　・��校庭に凹凸はないか　　・土俵及び周辺を整備してあるか
　・周辺に危険な物はないか

◉なお、授業実施後も施設等の状況について確認をし、次の授業に備えたい。

（資料２）施設、用具の安全確認について

頭を抱えるように手の平を側頭部
（耳の上）に当て、息を吐きながら、
手でゆっくりと頭を傾ける。前後左
右それぞれ 10～ 15秒間、1、2回
行う。

直立の姿勢で、首を後ろへゆっくり
倒す。

両手の指を組んで後頭部に当て、ゆ
っくり頭を前へ押して首を曲げる。

右側頭部（耳の上）に右手を当て、
10秒間程度、頭を右に傾けるよう
にして全力で力を入れ、同時に右手
で頭が動かないように力を入れる。
左側で同じように行い、左右それぞ
れ 2、3回行う。

組んだ両手を後頭部に当て、頭で手
を押すように全力で 10秒程度力を
入れる。同時に両手で頭が動かない
ように力を入れる。前後でそれぞれ
2、3回行う。

両手の平を体に向けて組み、額に当
てる。次にあごを引いて額で手を前
方へ押し出すように、全力で 10秒
程度力を入れる。同時に両手で頭が
動かないように力を入れる。

◇相撲では、頸部（首）を痛めることがあるので、準備運動として、頸部のストレッチやアイ
ソメトリック・トレーニングを取り入れることが、怪我の予防につながると考える。

（資料 3）頸部のストレッチ・トレーニング

て
は
、「
押
し
出
し
」「
寄
り
切
り
」

に
よ
る
決
ま
り
手
が
全
体
の
決
ま
り

手
の
約
43
％
を
占
め
（
平
成
24
年
度

に
行
わ
れ
た
３
大
会
〔
全
国
中
学
校

相
撲
選
手
権
大
会
、
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
、
全
国
高
等
学
校
相

撲
選
手
権
大
会
〕
の
デ
ー
タ
よ
り
）、

ほ
ぼ
２
試
合
に
１
試
合
は
、「
押
し
出

し
」「
寄
り
切
り
」
で
勝
ち
負
け
が
決

ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
押
し

→
押
し
出
し
」「
寄
り
→
寄
り
切
り
」

だ
け
で
も
、
勝
負
を
競
い
合
う
楽
し

さ
を
十
分
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
「
押
し
出
し
」

「
寄
り
切
り
」
は
、
相
手
を
倒
す
こ
と

な
く
、
勝
負
が
決
す
る
決
ま
り
手
で

あ
り
、
転
倒
に
伴
う
怪
我
を
回
避
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

学
習
指
導
要
領
に
は
、
こ
の
基
本

と
な
る
技
の
「
押
し
」「
寄
り
」
の
他

に
、１
・
２
年
次
で
は
、投
げ
技
の
「
上

手
投
げ
」「
下
手
投
げ
」、３
年
次
に
は
、

基
本
と
な
る
技
の
「
突
き
」、
投
げ
技

の
「
す
く
い
投
げ
」、ひ
ね
り
技
の
「
突

き
落
と
し
」
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
習
指
導
要
領

に
示
さ
れ
た
３
つ
の
投
げ
技
と
１
つ
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簍

時間
ページ 学習活動 安全に関わるルール、禁止事項等

１
P24

手押し・手引き相撲 ・両手の平を合わせた状態、手の平以外押さない
・手を離さない
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け

２
P26

押し・陣取り相撲 ・両手の平を合わせた状態、常に相手に接触した状態
・首から上は押さない
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け

３
P27

押し
陣取り相撲

・常に相手に接触した状態
・頭部を付ける位置
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け

４
P28 〜 29

押しの練習
押し合い相撲

・受け手の指導、当たる動作はしない
・頭部と手を付ける位置、常に相手に接触した状態
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け
・体格への配慮

５
P30 〜 31

押しの練習
寄りの練習
押し合い相撲・寄り合い相撲

・受け手の指導、当たる動作はしない
・四つに組んだ状態
・常に相手に接触した状態、四つに組んだ状態
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け
・体格への配慮

６
P32 〜 33

押しの練習
寄りの練習
投げの練習
受け身の練習（蹲踞〔そんきょ〕相撲）
簡易的な試合

・受け手の指導、当たる動作はしない
・四つに組んだ状態
・寄り→出し投げ→寄り（寄りを効果的にする技）
・床に腰を下ろした状態→蹲踞姿勢（マットの利用）
・押し・寄り・出し投げに限定、両者が接触した状態、離れすぎたら開始
の体勢に戻す

・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け
・体格・習熟度への配慮
・危険と判断した場合は、速やかに中止

７
P34 〜 35

受け身の練習
押し・寄りの練習
投げ技
簡易的な試合

・蹲踞姿勢→中腰の構え（マットの利用）
・背中を丸めて転がる
・受け手との間隔狭く→広く、当たる位置・部位
・出し投げ・押し・寄りの派生技、相手を崩す技
・仕切り線の間隔の配慮、立ち合いの当たり方の配慮
※徐々に間隔を広げ、仕切り線の間隔（70cm）に近づけていくようにする

・押し・寄り・出し投げに限定
・転ばさない→ひざや手をついたら引き分け
・立ち合いは額で当たらなくてもよい
・体格・習熟度のグループ
・危険と判断した場合は、速やかに中止

８
P36

押し・寄り・投げ技の練習
既習技を中心とした試合

・仕切り線の間隔の配慮　※徐々に広げて 70cm に近づけていくようにする
・受ける側の右胸部に額で当たる
・押し・寄り・出し投げを中心とする
・規程で禁止されている技・行為、授業で禁止している技・行為
・体格・習熟度のグループ
・仕切り線の間隔の配慮
・危険であると判断した場合は中止の指導

９
P38

チーム練習
既習技を中心とした団体戦

・約束事項の確認
・仕切り線の間隔は、習熟度に応じて設定する
・押し・寄り・出し投げを中心とする
・規程で禁止されている技・行為、授業で禁止している技・行為
・危険であると判断した場合は中止の指導

10
P39

筆記試験
成果の確認

・規程で禁止されている技・行為、授業で禁止している技 ・行為の理解、
実際に行われていなかったかの確認

階
に
応
じ
て
ル
ー
ル
や
禁
止
技
を
工

夫
し
て
設
定
す
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
現
在
、『
手
引
き
』

に
沿
っ
て
『
安
全
管
理
・
指
導
に
関

す
る
小
冊
子
』（
以
下
、『
小
冊
子
』）

を
作
成
中
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
現

段
階
の
も
の
（
１
年
次
）
を
紹
介
し

た
い
（
資
料
５
。
ペ
ー
ジ
数
は
、『
手

引
き
』
に
対
応
）。
な
お
、『
小
冊
子
』

は
、
平
成
24
年
度
末
に
は
発
刊
の
予

定
で
あ
る
。『
手
引
き
』
と
併
せ
て
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

相
撲
と
い
う
と
男
子
の
武
道
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
全
日
本
女

子
相
撲
選
手
権
大
会
は
今
年
で
17
回

を
数
え
、
世
界
女
子
相
撲
選
手
権
大

会
も
９
回
を
数
え
て
い
る
。
ま
た
、

各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
女
子
の
相

撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、
女
子
も
相
撲

の
楽
し
さ
や
魅
力
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
て
き
て
お
り
、
男
女
の
武
道
と

し
て
根
付
き
始
め
て
い
る
。
中
学
校

の
体
育
の
授
業
に
お
い
て
も
、
服
装

（
男
子
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
）、
体
格
や

体
力
差
、
組
む
相
手
、
グ
ル
ー
プ
等

を
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
共

習
が
可
能
で
あ
り
、
男
女
を
問
わ
ず

相
撲
の
楽
し
さ
を
十
分
味
わ
う
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
る
。

『
手
引
き
』
と
と
も
に
、
本
稿
や
今

後
発
行
さ
れ
る『
小
冊
子
』を
参
考
に
、

相
撲
に
取
り
組
む
学
校
、
子
供
た
ち

が
増
え
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

相
撲
を
通
し
て
、
そ
の
楽
し
さ
や
礼

に
代
表
さ
れ
る
武
道
の
伝
統
的
な
考

え
方
を
理
解
し
、
心
身
共
に
健
全
な

子
供
た
ち
が
多
く
育
て
ば
幸
い
で
あ

る
。

※
日
本
相
撲
連
盟
『
中
学
校
体
育
相

撲
指
導
の
手
引
き
』
に
つ
い
て
は
、

日
本
相
撲
連
盟
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

【
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文
献
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▽
小
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幸
嗣
・
香
田
郡
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・
桑
森
真
介

『
初
心
者
か
ら
指
導
者
ま
で
使
え
る

武
道
の
教
科
書
【
柔
道
・
剣
道
・
相

撲
】』
成
美
堂
出
版
、
２
０
１
２
年
。

２ｍ間隔の中央ラインを挟んで立つ。 開始の姿勢。始めの合図で押し合う。
引いたり投げたりしない。

中腰の構えを意識して押し合う。両
端のラインから出た方が負け。

開始の姿勢。始めの合図で寄り合
う。

まわし（柔道の帯）を引きつけ
て寄り合う。引いたり投げたり
しない。

両端のラインから出た方が負
け。

◉導入段階の相撲遊び、その他の簡易的な試合は、『手引き』P110 〜 111 を参考にしていただきたい。

（資料 4）押し、寄りによる簡易的な試合
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（資料５）『中学校体育相撲指導の手引き』に対応した安全指導の要点（１年次）
※授業の全てを通じて必要とされる事項＝ルールの遵守、教師の合図に従う、服装のチェック、準備運動
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